
出島村下大津における農家の

所有地利用形態

I はじめに

ある地域の土地利用形態は，その地域の土地を

所有する人々が，個々に土地に働きかけた結果生

まれた集合的なパターンである。したがって，土

地利用の研究において，対象となる地域が微細に

なればなるほど，個々 の農家が所有する土地の利

用形態を分析する必要性が増大してくる。 しかし，

人間活動を個人としてよりも集団として把えてき

た地理学において，このような属人的土地利用形

態の研究は多いとは言えない。本研究の対象地域

である茨城県新治郡出島村下大津地区においても，

その地域における集合的な土地利用状況の把握 1)

とその検討叫よ，前回の報告において行われたが，

個々の農家が，所有耕地の遠近や土地条件，およ

び農家の経済条件，農業技術，労働力等の条件や

その変化によって，土地利用をいかに工夫 し，変

化させてきたかに関する検討は，課題として残さ

れている。本報告は，以上の認識から，下大津地

区の事例農家の耕地の分布とその利用状況を聞き

とりによって明らかにし，農家側からの土地利用

の実態の把握を試みるものである。

下大津地区は，出島村の南西端に位置し，南に

覇ケ浦を臨んでいる。事例農家を有する戸崎 ・大

前集落は大字戸崎に，内加茂集落は大字加茂に含

まれる。この 3集落は，現在でも農村的性格を強

く有してい る地域であり， 1980年において，戸崎

では57戸中52戸，大前では57戸中53戸，内加茂で

は71戸中60戸が農家となっている。

南 榮 佑・中川 正

II 下大津における土地利用の概要

下大津地区は， 霞ケ浦湖岸から約 600mの地帯

に広がる湖岸低地とその背後の台地，および台地

を開析する川尻川の谷津からなりた っており，そ

のおのおのに特有の土地利用が卓越している。

湖岸低地と谷津は，おもに水田として利用され

てい る。この水田には， 1960年代初期までは，ほ

とんど水稲のみが栽培されていたが， 1960年代

末からは，換金作物として蓮根の栽培が行われる

ようになった。水稲田の蓮田への転換は， 1970 

年からの米の生産調整政策の施行以後に急速に進

み， 1980年時点において，蓮田の水田に占める割

合は，戸崎，大前，内加茂の 3集落で67.5％に達

している。蓮田の割合は，低湿な湖岸低地では高

く，水はけのよい谷津では低くな っている。

台地上には，畑，樹園地，山林が広がっている。

畑作としては，伝統的に夏作の甘藷，大豆．陸稲，

とうもろ こし， 落花生栽培に，冬作の大麦，小麦

栽培を組み合わせる経営が行われていた。しかし，

1960年代後半磯の就業機会の増大に伴う兼業化

の進展によって，一部の専業的な農家では，加工

用 トマトや花舟などの換金作物の栽培が導入され

てきたが，全体としては，畑地利用が粗放化して

きている。林地の開墾地や，条件の悪い畑地は，

桑圏ゃ栗園を中心とする樹園地として利用されて

いる。赤松林を主体とする山林は． 1960年代前

半までは，用材，薪炭として利用されていたが．

燃料源や肥料源の変化に伴って不用化してきた。

- 21 -



そのための手入れの悪さや異常乾燥等が関与して，

1978年か らはマックイムシの被害が広がり，その

結果，現在では，枯れた赤松林の大部分は伐採さ

れずに放置されている。

以上のように，下大津地区においては，伝統的

に水田，畑地，山林の経営を組み合わせた土地利

用が行われてきたが， 1960年代以降の高度経済成

長と農家の階層分化の進展によって，水田利用の

高度化，畑地や林地利用の粗放化が進行してきた。

次に，下大津地区における農家の所有地分布の

特徴の一端を，戸崎 3戸，大前 2戸，内加茂 3戸

の事例農家の所有地の分布を検討することによっ

て把えてみよう（第 1図）。

この分布に現われた大きな特徴の 1つは，農家
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第 1図

A~Hは1i例股家を示す

汽料：出島村 ・上地諜税台松及び名寄桜

下大津における農家の所有地の分布
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の所有地がかなり散在していることである。 A,

B, ・ C, D農家においては，いずれも所有地が20

団地以上にわたって分布しており，所有地面積の

小さい E, F, G, H農家においても，所有地が

複数の団地に分散する形態を示している。 1957年

の報告3)によると，下大津の 1農家あたりの所有

耕地は 9団地に分散していたが，この地域ではそ

の後も大規模な圃場整備や交換分合が行われてき

ていないために，この分散的土地利用状況は，大

きな変化を受けてきていない。

各集落の農家の所有地の分布をみると，戸崎の

A, B, H農家は，いずれも基本的には，湖岸低

地に水田，台地上の集落西部に畑や桑園，大字戸

崎の北部や戸崎の飛地に山林を所有している。 一

方，大前の D, F農家は，谷津に水田，集落の周

囲に畑や桑園，集落北部に山林を所有する異なっ

た所有地分布形態を有している。しかし，この両

集落の農家の所有地は，全体的には大字戸崎内に

ほぼ完結しており，大字外に分布している所有地

は， B農家に 1団地， H農家と F農家に 2団地ず

つみられるのみである。また，内加茂のC, E, 

G農家においても， 一部にC農家の山林が深谷や

戸崎に分布することはあるが，ほぼ所有地が大字

加茂内にある。

このように，この 3集落において，各農家の所

有地は散在的に分布するが， 住居か らかなり離れ

て分布することは少ない。この所有地への近さは，

とくにモータリゼーシ ョンが進展する以前におい

ては， 農業経営上，好都合な条件であったと考え

られる。

IV 事例農家における土地利用形態

ここでは，前章で検討した事例農家のうち，戸

崎の蓮根栽培 ・養豚・養蚕の複合経営を行ってい

るA農家，蓮根栽培を経営の主体とする B農家，

および内加茂の畑作主体の C農家における土地利

用とその変化を概観してみよう。

IV-1 A農家の土地利用

A農家は， 1981年において，世帯主 (43歳），

妻 (38歳），父 (67歳），母 (66歳），子供 4人から

なる専業農家である。A農家は，蓮根栽培，養豚，

養蚕の複合経営を行っており，農業収入の構成は，

それぞれ35%,35%, 30％となっている。

A農家は，伝統的に稲作を主体とし，それに養

蚕を組み合わせる経営を行っていたが，現在の世

帯主が農業高校を卒業した 1957年に現金収入の手

段として養豚を開始した。その後A農家は，養豚

の経営規模を拡大し，現在では 250頭の豚を肥育

するまでに至っている。 A農家における蓮根栽培

の導入は，世帯主の父が稲作に，世帯主が養豚に

力を注いできたため他の農家よりも遅れたが，現

在では，すべての経営田を蓮田として利用して

いる。

A農家の所有地のうち，経営面積120aの蓮田

は湖岸低地に， 5aの普通畑は住居の背後に，

120 aの桑園は集落西方の台地上や台地斜面に，

そして230aの山林は大字戸崎の北部に分布し，

そのさらに北方の大字戸崎外縁には，豚舎と養蚕

施設がみられる（第 2図）。

A農家の蓮田はすべて湖岸低地に分布する。1970

年代になって，湖岸低地における他農家所有の水

田が次々と蓮田に転換され，その蓮田において大

に使用される水と肥料がA農家の水稲田に浸透

し，水稲作を困難にしたうえ，蓮田転換によって，

反当 3万円～ 6万円の生産調整奨励金が支給され

たために， A農家は， 1973,1975, 1978, 1979 

年の 4期にわた って蓮田転換を行った。

A農家の桑園は，主に台地上の集落西部に分布

している。かつて桑園は，県道沿いの傾斜地にの

み分布し，台地上の平担面は大麦，小麦，大豆，

陸稲の栽培に利用されていた。 しかし， A農家は

1960年代に本格的に養豚に取り組みだしてから

畑作を放棄し始め， 1975年までには，宅地に隣接

する自家菜園を除いて，すべての畑地を桑園に転・

換した。

かつて， A農家のこの大字戸崎南部の水田，桑

園，畑を除くすべての所有地は山林原野であった。

このうち竹林では 8月に出荷が行われ，赤松林で
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第 2図

された。

S挫蚕施設

A農家の経営耕地と山林の分布

は農閑期に松の葉や枝をはらう山仕事が行われて

いた。しかし，養蚕の経営規模拡大を望んでいた

A農家は， 1963年に大字戸崎北部で行われた構

造改善事業の際に，林地の一部を桑園に転換し，

その隣接地に，加茂の養蚕農家と共同出資で，管

理室，上籐室，飼育室，貯蔵室等の養蚕施設を

作った。また，それと同時に雑木林から転換され

ていた栗園には， 1972年に大規模な豚舎が建築

これは，それ以前に利用されていた宅地

に隣接する豚舎が手狭になっていたうえに，悪臭

公害の苦情があったことによるものである。かつ

て，この大字戸崎北縁の地域は．住居からの遠隠

性によって，農業経営に重要な意味を持つ地域で

はなかったが． 1960年代からの自動車利用と．経

営規模拡大の意欲の向上に伴って．逆に利用価値

が高い所有地に変化した例であると言えよう 。

B農家の土地利用

戸崎の B農家は．世帯主 (46歳）．妻 (43歳）．

父 (66歳）．母 (68歳）．子供 2人によって構成さ

れており，農業収入の90％を蓮根生産から得てい

る蓮根主体型専業農家である。農業の中心労働力

は世帯主夫婦であり，父は．蓮根出荷用の段ボー

ル作りや畑作を手伝っているのみである。経営耕

地面積は 350aで．うち 150aが蓮田． 200 aが

普通畑である。蓮田は湖岸低地と谷津に，畑は集

落西方の台地上に．そして96aの山林は．主に集

落北部に分布している（第 1図）。

B農家は，伝統的に稲作を主体とし．それに畑

作．養蚕を組み合わせる経営を行っていたが．

1960年代から．現金収入の手段として始まった蓮

根栽培の本格化によ って，急速に経営を蓮根栽培

中心に移行させてきた。その結果． B農家は 1976

年には養蚕を中止し．畑作を麦のみを栽培する省

力的な経営に変化させてきた。ここでは，水田の

蓮田への転換が，いかなる過程によって進行して

きたかを検討してみよう （第 3図）。

B農家は．すでに 1937年から．水稲作には不適

な排水不良田において．自給用や贈答用に蓮根栽

培を行っていた。 しかし，蓮根を販売用に生産す

るようになったのは，土浦市田村町に蓮根出荷問

屋が進出した 1960年のことである。この年には．

湖岸に近い排水不良田が蓮田に転換された。1965

年には，湖岸低地中央部の水田が一度に蓮田化さ

れた。これは．蓮根生産が収入のよい経営である

ことが判明したうえに．当時．経営上重要な地位

を占めていた養蚕と農繁期を競合させなくともよ

いこと．および．当時行っていた養豚によって得

られる有機肥料を蓮田に環元できることなどによ

IV -2 
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有し.lOhaに及ぶ山林を加茂の台地上に所有し

ている（第 1図）。

C農家は，伝統的に，谷津田の稲作と，台地上

の畑作を組み合わせる農業経営を行ってきたが，

現在では扶養家族が減少したことも関与して，水

田50aを3戸の農家に貸し付け，畑作のみを現金

収入用の経営としている。ここではC農家の畑地

利用形態とその変化を検討する。

第 4図は， C農家における夏と冬の畑地利用形

態を示したものである。現在の栗圏は， 1960年ま

では桑園であったが， C農家は養蚕を行わないの

で． 一時畑に転換した。しかし． 1970年に．労働

力不足と扶養者の減少によ って．手のかからない

栗園に転換したものである。また．宅地に南接す

る耕地は自家菜園と なっている。他の3団地では．

0 300m 
1 9 

1．夏（ 1981年 8月）

数字は蓮田への転換年次

第 3図

IV -3 

B農家の蓮田の分布

るものである。一方．水はけのよい谷津田は．湖

岸低地の水田に比べて蓮根栽培には適さないが．

転作による米の生産調整奨励金が得られるように

なった1970年に蓮田となった。さらに 1978年に

は．大前の農家から谷津田を借り受け．蓮田に転

換した。この谷津田は．水はけのよい水田である

ために．現在では トンネル栽培が行われている。

このように B農家は．他の農家に先がけて積極的

に蓮田転換を行ってきたが．その際に．水田の蓮

田転換を．低温な排水不良田から水はけのよい谷

津田の順で進めてきた。

c農家の土地利用

内加茂の C農家は．世帯主 (58歳）．妻 (52歳）．

父 (79歳）．母 (77歳）からなる畑作主体の専業農

家である。現在．農業は世帯主夫婦のみによって

行われている。C農家は．経営耕地として水稲田

17aを谷津に．畑80aと栗園12aを宅地の南部に

g栗

b大麦

w小麦

V 野菜

P甘藷

r陸稲

s植木

d大豆

第 4図

2. 

0 50m 
I I 

C農家における夏と冬の畑地利用
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伝統的に 3年輪作が行われてきた。伝統的に変化

しない輪作体系は．甘藷ー大麦ー大豆ー小麦一甘

藷ー小麦であるが，それに．年代に応じて特色あ

る畑作が加わってきた（第 1表）。 1950年代には，

大麦の後の夏作としてタバコが，その後の冬作と

して．乳牛の飼料用のえん麦，ライ麦が栽培され

ていた。この乳牛経営は，この時期に小学校に入

学した子供の教育費を得るために行われたもので

ある。しかし． 1960年代になって，世帯主の父の

高齢化による労働力不足によって．手数のかかる

乳牛経営を養豚経営に転換した。その結果，豚の

飼料用にトウモロコシとスウェーデングラスが栽

培されるようにな った。1970年代になると．豚の

安値によって養豚経営が中止されたために，飼料

作物に代わって．食料品会社との契的による加工

用トマト栽培が行われるようになった。しかし 1980

年になると．世帯主の高齢化によって，手数のか

かるトマト栽培に代わ って．マックイムシの被害

を受けた赤松林の後に植樹する桧．杉．ナラ．ク

ヌギの苗木栽培が行われるようになった。

このように． C農家は．その年代の労働力と扶

養家族数．およびその時代の社会経済的背景に応

じて．畑地利用を変化させてきた。

V まとめ

本報告では．出島村下大津地区における農家の

所有地の分布とその利用形態を概観してきた。

下大津地区においては．伝統的に．湖岸低地と

谷津が水田として．台地上が畑地．樹園地．山林

として利用されてきた。しかし 1960年代以降の兼

業機会の増大と．農業技術や生活様式の変化に

伴って．水田が蓮田として高度に利用されてくる

と同時に．畑や山林は．粗放的な経営に変化して

きた。

このような土地利用の担い手である農家は．大

規模な圃場整備が行われてこなか ったことも関与

して．現在でも耕地を分散的に所有する伝統的土

地所有形態を有しているが．大部分の所有地は．

その農家の属する大字を越えて分布することはな

い。この所有地への近さは．とくに自動車利用が

一般的になる以前には．農業経営上．好都合な条

件の 1つであったと考えられる。

各農家は．農家による労働力，経済条件．土地

条件等に応じて．土地利用を様々に工夫してきた。

戸崎の蓮根・養豚・養蚕農家では． 1960年以降

の養豚の本格的経営とともに．手数のかかる普通

第 1表 c農家における輪作体系の変化

1年目 2 年 目 3年目
年 代

夏 冬 夏 冬 夏 冬

s 、W
1950年代 p B p w 

タバコ えん麦・ライ麦

S W 
1960年代 p B p w 

トウモロコシ スウェーデングラス

s w p 
1970年代 p B w 

加工用トマト 休 耕 R 

s w 
1980年以降 p B p w 

苗 木

P甘藷 B大麦 S大豆 w小麦 R陸稲
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畑を桑園に転換し．かつては遠隔地であるために

利用価値の低か った大字戸崎北縁の林地に豚舎を

建築した。また．戸崎の蓮根栽培主体型農家は．

1960の蓮根出荷問屋の進出を契機に．水田の蓮田

転換を急速に進めてきた。その際に．蓮田転換は．

低湿な排水不良田か・ら行われた。さらに．内加茂

の畑作主体型農家は．宅地に隣接する畑地におい
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て，その年代の労働力と扶養家族数に応じて，輪
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それによっで畑地利用を変化させてきた。
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れる。
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